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1. まえがき

Vol. 9. 1991 

大陸棚調査室では，平成元年11月から12月にかけて，測量船「拓洋」を用いて 第20回大陸棚調査として

四国南方海域の調査を実施した。乙乙ではその概要について報告する。

2. 調査の概要

「四国南方」の調査海域は，北緯 30。00’から北緯 33° 00 rまで 東経 131° 30’から東経 135° 00’ま

での範囲で，九州 ・パラオ海嶺 南海舟状海盆，四国海盆及び四国南岸 ，九州東岸の大陸斜面，大陸棚を

包含する。（第1図参照）乙のうち，大陸斜面，大陸棚については 昭和 44年の地震予知測量及び昭和48f向

20万分の l大陸棚の海の基本図測量で 既に調査を終了している。乙乙では 今回調査を実施した区域につ

いてのみ述べる。

調査期聞は平成元年11月28日から12月19日までの22日間である。調査線は主測線として東西方向に 5

海里間隔で，交差測線は南西～北東方向と北北西～南南東方向lζ2本設けた。また北緯31°40＇，東経 134。02’

から北北西方向に 7 1レチチャンネル C24 ch）音波探査を実施した。（第 2図参照）

船位は複合出~位装置 CNNSS，ロランC,GPS等）, iWJ深はナロー 71レチビーム測深機（3, 916梅里，

回航時を含む），地質構造はマルチチャンネル（ 24ch）音波探査笈置（99海里）とシングJレチャンネル菅

波探査装置（ 2, 929海里），地滋気は海上磁力計（ 3, 028梅里），重力は海上重力計（ 3, 694海里，回航時

を含む）を使用して実施した。また採泥はチェーンパック式採泥器によって4点，海底写真撮影は深海カメ

ラによって4点で行った。

3. 調査結果

（海底地形）第3図参照

調査区域は，西から九州 ・パラオ海嶺北端部，南海舟状海盆，四国海盆北西部の 3区域に分けられる。

九州 ・バラオ海嶺北端部は その東縁に水深 4500mから 4000mにかけて直線状の急崖を有し，水深4000
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mから 3500m にかけては比較的平坦になる。さらに，その平坦な地形上l乙比高 500mから 1000m程度の海

丘及び比高 1200mから 2000m程度の海山が散在している。西縁については，なだらかな斜面を形成してい

る。

南海舟状海盆は，南西

～北東方向IC延びる最深

部4900mの平坦な地形

であり，その北西側は，

勾配のきつい大陸斜面で

区切られ．，また，その南

東側は，緩やかに浅くな

りながら四国海盆と接す

る。

四国海盆は，水深4500

m程度の平坦な地形であ

るが，北緯30O 30 I ，東

経 134ρ30r 付近に比

高500m程度の小海丘

が点在している。調査海 第1図調査海域図

域東縁にあたる北緯 31° 31' 東経 135。00’付近に頂部水深 1670m 比高約 2700mの海山が存在する。

（底 質）採取位置は第 3図参照

乙の海域で採取した試料の目視観察結果を第 1表に示す。

第 l表底質採取一覧表

採取地点番号 年月日 地 形 採取位置 水深 底質

0120D01 1. 12. 16 九州 ・パラオ海嶺（海山頂部） 30 °49' .lN 132 °40ぺ7E 2797m G.S 

0120D02 1. 12. 16 ，，，， II ) 30°36'.2N132°51ぺ7E 2890m R.G.S.M 

0120D03 1. 12. 17 傾 斜 変 換 点 31 ° 08’.7N132°45にOE 3728m G.S.M 

0120D04 1. 12. 18 四 国 海盆（海山頂部） 31 ° 28’.4N 134 ° 59 I. 0 E 1810m R.G.S 

（地磁気全磁力異常）第 4図参照

海域全体について，負の地磁気異常が卓越しているが，その形から九州 ・パラオ海嶺東側を境として大き

く2つの異常域K分ける乙とができる。

九州 ・パラオ海嶺は，個々の海丘，海山に伴ったダイポーlレ型の異常が認められ，その振幅は 300nτ事ら

500nTf.呈度である。
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第 2図航跡図
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第 3図海底地形図
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第 4図 地磁気全滋力異常図
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第 5図 フリーエア重力異常図
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四国海盆では，縞模様磁気異常が顕著で，正の異常が lOOnTから 200nT，負の異常がー200nτ汚3ら－300

nTで，波長は15kmから20km程度，その走向の方向は，西南西～東北東である。

（フリーエア重力異常） 第 5図参照

全体的に， フリ ーエア重力異常の分布は地形によく対応しており南海舟状海盆と九州 ・パラオ海嶺の西方

が負の異常を示し，他の区域は正の異常を示している。

九州 ・バラオ海嶺では， 80mgal程度の異常が認められるが，乙れはさらに南にあるもっと大きな正の異常

の一部である。

南海舟状海盆については，負の重力異常が認められ，最大水深近くでは －58mgalを示している。また，

地形における南海舟状海盆の軸lと対して，フリ ーエア重力異常のそれは，四国側に約 5kmずれて存在して

いる。乙れは，海底地形による影響の他に，南海舟状海盆の四国側の海底地質が，四国海盆側のそれよりも

軽い物質で構成されているためであると考えられる。

四国海盆は， lOmgal程度のフリーエア重力異常が広く分布していて変化はほとんどない。また，海底地

形の項で述べた北緯31°30’，東経135°30’付近の海山では， 96mgalの異常が認められる。
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